
１ 香川労災病院 

2003（平成15）年 9月1日発行 第 9 号 

いぶき　第９号 
発行者　原　田　英　雄 
編　集　患者サービス向上委員会 

香川県丸亀市城東町３丁目３番１号 
ＴＥＬ（０８７７）２３－３１１１ 
ＦＡＸ（０８７７）２４－１１４７ 

季刊誌 年４回発行 
http://www.kagawah.rofuku.go.jp 

 

泌
尿
器
科
の
紹
介 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌
尿
器
科
医
師
　
倉
繁
　
拓
志 

　
泌
尿
器
科
は
腎
・
尿
路
・
男
性
生

殖
器
お
よ
び
副
腎
な
ど
、
後
腹
膜
臓

器
の
疾
患
を
扱
う
科
で
す
。 

　
泌
尿
器
科
が
対
象
と
す
る
患
者
は

男
女
を
問
わ
ず
小
児
か
ら
老
人
ま
で

お
よ
び
、
そ
の
疾
患
治
療
内
容
も
先

天
奇
形
、
代
謝
・
内
分
泌
疾
患
、
結

石
、
腫
瘍
、
排
尿
障
害
、
神
経
因
性

膀
胱
、
男
性
不
妊
、
勃
起
障
害
、
婦

人
泌
尿
器
科
、
腎
血
管
外
科
、
腎
移

植
な
ど
き
わ
め
て
広
い
領
域
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。 

　
代
表
的
な
疾
患
名
は
、
小
児
で
は

包
茎
、
停
留
精
巣
、
膀
胱
尿
管
逆
流

症
や
腎
盂
尿
管
移
行
部
狭
窄
症
、
成

人
で
は
イ
ン
ポ
テ
ン
ス
、腎･

尿
管
結

石
や
尿
路
感
染
症
（
性
病
を
含
む)

、

老
人
で
は
前
立
腺
肥
大
症
、尿
失
禁
、

神
経
因
性
膀
胱
や
尿
路
悪
性
腫
瘍
な

ど
で
す
。 

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
現

在
、老
人
の
疾
患
は
増
加
し
て
お
り
、

特
に
高
齢
者
の
癌
で
あ
る
前
立
腺
癌

は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
い
う
非
常
に
優
れ
た

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

と
、
天
皇
陛
下
が
手
術
を
受
け
ら
れ 

た
と
い
う
社
会
的
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と

が
手
伝
っ
て
、
香
川

労
災
病
院
の
新
患
数

は
平
成
９
年
は
48
名

で
し
た
が
、
平
成
14

年
に
は
１
４
９
名
と 

急
増
し
て
い
ま
す
。 

　
香
川
労
災
病
院
泌

尿
器
科
の
歴
史
は
、

現
在
の
部
長
西
が
昭

和
57
年
に
香
川
県
立

中
央
病
院
よ
り
赴
任

し
、
本
格
的
に
診
療

活
動
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。 

　
そ
の
頃
は
１
日
の

外
来
患
者
が
数
名
で 

あ
っ
た
の
が
、
（
当
時
は
30
分
外
来 

診
察
し
た
ら
、
後
は
医
局
で
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
ん
で
新
聞
を
読
ん
で
い
ま
し

た
：
西
部
長
談
）
地
域
住
民
へ
の
検

診
活
動
、
講
演
を
含
む
啓
蒙
活
動
、

地
域
の
病
院
・
診
療
所
と
の
強
力
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
励
ん
だ
結
果
、

患
者
数
も
急
増
し
、
現
在
で
は
１
日

の
外
来
患
者
は
、
平
均
約
１
０
０
名

を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
に
伴
い
泌
尿
器
科
の
ス
タ
ッ

フ
も
増
員
さ
れ
、
現
在
は
、
第
一
部

長
：
西
光
雄
、
第
二
部
長
：
水
野
全

裕
と
、
腰
の
低
い
研
修
医
約
２
名
の

計
４
名
が
診
療
活
動
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。 

　
我
々
の
仕
事
内
容
は
、
排
尿
管
理

と
い
っ
た
泌
尿
器
科
的
な
処
置
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
泌
尿
器
外
科
で
す

の
で
や
は
り
手
術
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
手
術
に
関
し
て
は
、
最
も
需
要
の

多
い
結
石
に
対
す
る
体
外
衝
撃
波
砕

石
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
か
ら
生
命
に
関

わ
る
癌
の
手
術
、
腎
移
植
ま
で
広
範

囲
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
２
０
０
２
年
度
の
手
術
症
例
は
、

１
年
間
に
７
８
０
例
（
全
麻
２
３
０

例
）
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
４

７
０
例
の
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
（
新
患
３
０
０

名
）
を
施
行
し
て
お
り
、
こ
れ
は
全

国
労
災
病
院
泌
尿
器
科
の
中
で
も
有

数
の
症
例
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
急
患
で
受
診
す
る
こ
と
の
多
い
結

石
患
者
に
対
し
て
は
24
時
間
年
中
無

休
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
が
施
行
で
き
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
主
な
手
術
と

し
て
は
前
立
腺
肥
大
症
に
対
す
る
経

尿
道
的
前
立
腺
手
術
が
２
３
０
例
、

前
立
腺
癌
に
対
す
る
前
立
腺
全
摘
除

術
が
90
例
、
生
体
腎
移
植
が
２
例
な 

ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
い
ず
れ

も
概
算
） 

　
香
川
労
災
病
院
が
、
西
讃
地
区
の

基
幹
病
院
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も 

と
、
我
々
は
病
診
連
携
に
も
力
を
入

れ
、
紹
介
さ
れ
た
患
者
は
い
つ
い
か

な
る
場
合
で
も
断
ら
な
い
と
い
う
信

念
を
持
ち
、
診
療
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
院
内
で
も
同
様
で
、
常
に

相
談
に
応
じ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
も
お
気
竪
に
泌
尿
器
科
ス
タ
ッ
フ

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

泌尿器科スタッフ 

青の山から見た瀬戸大橋 
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産
婦
人
科
は
妊
娠
を
診
断
し
、
そ

の
経
過
を
注
意
深
く
健
診
し
て
流
早

産
や
中
毒
症
な
ど
を
予
防
し
、
無
事

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
様
に
導
い
て

い
き
、
ま
た
必
要
が
あ
れ
ば
帝
王
切

開
な
ど
の
治
療
を
行
う
産
科
と
、
子

宮
、
卵
巣
、
膣
、
外
陰
な
ど
の
生
殖

器
の
病
気
、
す
な
わ
ち
良
性
や
悪
性

の
腫
瘍
や
感
染
症
、
機
能
障
害
な
ど

を
診
断
し
治
療
す
る
婦
人
科
よ
り
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

　
産
科 

　
当
院
で
は
、
昭
和
60
年
に
婦
人
科 

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
治
療
や
手
術

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
９
年

新
病
棟
完
成
に
伴
い
、
産
科
を
新
た

に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
健

康
な
妊
婦
様
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い

ろ
な
病
気
を
持
っ
た
合
併
症
の
あ
る

妊
婦
様
に
お
い
て
も
、
他
の
診
療
科

と
の
緊
密
な
連
携
を
行
っ
て
、
無
事

出
産
に
至
る
様
に
し
て
お
り
ま
す
。 

　
出
産
に
お
い
て
は
、
よ
り
ス
ム
ー 

ズ
な
安
産
を
め
ざ
し
、
新
し
い
生
命

の
誕
生
を
夫
や
家
族
と
と
も
に
迎
え

て
い
た
だ
く
た
め
、
特
別
な
制
限
を

せ
ず
に
付
き
添
い
や
立
ち
会
い
分
娩

を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
産
後
は
母
と
子
の
ふ
れ
あ
い

や
そ
の
相
互
作
用
に
配
慮
し
、
母
子

が
離
れ
る
こ
と
な
く
過
ご
せ
る
母
子

同
室
制
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
お
母

さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
な
に
よ
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
母
乳
を
大
切

に
し
て
、
母
乳
育
児
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。 

　
婦
人
科 

　
も
う
一
方
の
婦
人
科
診
療
の
大
き

な
柱
は
癌
の
検
診
と
治
療
で
す
。
近

年
、
当
院
に
お
い
て
も
中
高
年
の
子

宮
体
癌
の
増
加
が
み
ら
れ
て
お
り
、

不
正
出
血
、
異
常
帯
下
を
認
め
る
場

合
、
積
極
的
に
子
宮
内
膜
検
査
を
行

い
、
早
期
診
断
、
治
療
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
子
宮
頸
癌
で
は
逆
に

若
年
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
当
科
で

は
発
癌
ウ
イ
ル
ス
と
考
え
ら
れ
る
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
も
検
査
し
、

早
期
治
療
と
し
て
レ
ー
ザ
ー
照
射
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
卵
巣
癌
に
お
い
て
は
手
術
と
と
も

に
強
力
な
化
学
療
法
を
行
い
、
よ
り

よ
い
治
療
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
良
性
の
卵
巣
腫
瘍
や
子
宮
内

膜
症
に
対
し
て
は
、
よ
り
患
者
様
に

負
担
の
少
な
い
腹
腔
鏡
に
よ
る
内
視

鏡
下
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
月
経
過
多
や
月
経
痛
で
お
困 

り
の
場
合
、
超
音
波
検
査
で
子
宮
内

腔
に
筋
腫
や
ポ
リ
ー
プ
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
、
当
科

で
は
子
宮
鏡
下
切
除
を
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
ス
タ
ッ
フ 

　
現
在
の
診
療
体
制
は
平
成
７
年
に 

川
田
が
、
そ
し
て
平
成
11
年
よ
り
友 

國
が
赴
任
し
、
さ
ら
に
平
成
12
年
よ 

り
木
下
が
加
わ
り
、
こ
の
３
名
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
全
員
が
日
本

産
婦
人
科
学
会
認
定
医
で
す
。 

　
お
わ
り
に 

　
産
婦
人
科
を
受
診
す
る
の
に
抵
抗

の
あ
る
方
も
あ
る
様
で
す
が
、
心
配

は
い
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
異
常
に
気
づ

い
た
ら
早
く
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
私
ど
も
は
患
者
様
の
状
態

に
十
分
配
慮
し
た
診
療
を
行
い
、
皆

様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

　
東
６
病
棟
は
主
に
呼
吸
器
疾
患･ 

消
化
器
疾
患
・
腎
疾
患
・
血
液
疾

患
等
の
内
科
・
神
経
内
科
の
患
者

様
が
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
讃
岐 

平
野
・
讃
岐
富
士
・
瀬

戸
大
橋
の
見
え
る
一
番

見
晴
ら
し
の
い
い
６
階 

で
、
ベ
ッ
ド
数
は
50
床 

で
す
。 

　
私
た
ち
看
護
師
は
、

カ
メ
ラ
・
Ｃ
Ｔ
・
血
管

造
影
等
の
検
査
や
化
学

療
法
、
内
視
鏡
・
透
析

等
の
治
療
を
受
け
る
方

の
看
護
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
選
ば
れ
る
病
棟

に
な
ろ
う
」
を
病
棟
目

標
と
し
て
、
短
期
入
院 

の
方
や
長
期
に
渡
り
治
療
さ
れ
て

い
る
方
、
急
な
入
院
で
と
ま
ど
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
な
ど
様
々
な

患
者
様
が
お
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ 

と
り
の
心
を
大
切
に
し
た
気
持
ち
よ

い
挨
拶
や
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
、
受

け
持
ち
患
者
様
に
合
っ
た
、安
全･

安

楽
で
そ
の
人
ら
し
さ
を
尊
重
し
た
看

護
が
で
き
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
て
い

ま
す
。 

　
高
齢
社
会
の
今
、
当
病
棟
で
も
高

齢
の
方
が
多
く
、
療
養
生
活
を
送
る 

患
者
様
を
支
え
て
く
だ
さ
る
家
族･ 

配
偶
者
の
方
も
高
齢
と
い
う
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者

さ
ま
に
対
す
る
家
族
の
思
い
を
受 

け
止
め
な
が
ら
、
時

と
し
て
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
か
け
、
病
気

と
共
に
向
き
合
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
も

大
切
な
役
割
で
す
。 

　
最
期
を
病
棟
で
家

族
と
共
に
看
取
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
そ
の
大
切

な
時
間
を
誠
心
誠
意

で
支
援
で
き
れ
ば
と

患
者
様
・
ご
家
族
の

思
い
を
真
摯
に
受
け 

止
め
、
日
々
看
護
を
行
っ
て
い
く

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。 

　
東
６
病
棟
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。 

私たちの職場（東６病棟） 
看護師　三木　千春 

左から：友國部長、川田部長、木下医師 
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■
糖
尿
病
教
室 

９
月
５
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

�
糖
尿
病
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
） 

９
月
12
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
糖
尿
病
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
） 

９
月
19
日
ª
　
14
時
〜
15
時 

b
運
動
療
法
に
つ
い
て 

（
講
師
　
理
学
療
法
士
） 

９
月
26
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
血
糖
降
下
剤
に
つ
い
て
・
フ
ッ

　
ト
ケ
ア 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
看

　
護
師
） 

10
月
３
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
） 

10
月
10
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
内
服
薬
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
） 

10
月
17
日
ª
　
14
時
〜
15
時 

b
運
動
療
法 

（
講
師
　
理
学
療
法
士
） 

10
月
24
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
三
大
合
併
症
に
つ
い
て
・
フ
ッ

　
ト
ケ
ア 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
看

　
護
師
） 

11
月
７
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
大
血
管
障
害
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
） 

11
月
14
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
自
己
管
理
に
つ
い
て 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
） 

11
月
28
日
ª
　
15
時
〜
16
時 

b
自
己
管
理
に
つ
い
て
・
フ
ッ
ト

　
ケ
ア 

（
講
師
　
岡
本
内
科
副
部
長
・
看

　
護
師
） 

 

■
息
切
れ
教
室 

　
毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
３
時

か
ら
１
時
間
程
度
で
す
。 

９
月
26
日
ª
　
お
薬
の
話 

　
　
吸
入
す
る
薬
、
飲
む
お
薬
、

　
　
貼
る
お
薬
、
注
射
、
点
滴 

10
月
24
日
ª
　
感
冒
と
イ
ン
フ
ル

　
　
エ
ン
ザ 

　
　
そ
の
影
響
と
対
策 

11
月
28
日
ª
　
鼻
と
気
管
支
の
病

　
　
気
に
つ
い
て 

 

■
労
災
病
院
公
開
健
康
講
座 

９
月
25
日
∫
　
13
時
30
分
〜
15
時 

b
肺
ガ
ン
〜
診
断
の
最
前
線
　 

 

（
講
師
　
塩
見
内
科
部
長
） 

 

　
と
に
か
く
一
月
十
日
に
門
司
の
輸

送
司
令
部
に
行
く
と
案
内
の
曹
長
が

出
て
き
て
「
明
後
日
に
病
院
船
が
来

ま
す
か
ら
こ
れ
に
乗
っ
て
下
さ
い
」

と
の
こ
と
で
三
日
程
休
み
に
な
っ
た
。 

　
「
こ
れ
に
乗
れ
ば
軍
医
殿
と
看
護

婦
だ
け
で
事
も
な
く
上
海
に
い
け
ま

す
。
上
海
で
は
私
と
同
じ
く
案
内
係

が
来
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
下

さ
い
。
南
京
迄
軍
用
列
車
に
乗
り
ま

す
と
、
そ
の
日
の
夕
方
南
京
に
着
き

ま
す
。」と
の
事
で
あ
っ
た
。な
る
程
、

港
に
着
く
と
綺
麗
な
船
が
着
い
て
い

た
。
国
内
で
旅
を

す
る
の
と
同
じ
事

で
あ
っ
た
が
、
海

上
で
は
船
室
の
中

だ
け
で
外
に
出
な

い
で
下
さ
い
と
の

事
だ
っ
た
。 

　
丁
度
海
上
で
は

上
天
気
で
、
専
ら

昼
寝
を
し
て
い
た
。
上
海
に
着
く
と

す
ぐ
に
軍
用
列
車
に
乗
り
、
三
時
間

程
で
南
京
に
つ
い
た
。
南
京
で
は
今

迄
と
同
じ
案
内
の
曹
長
様
が
、
三
日

程
此
所
の
偕
行
社
に
泊
ま
っ
た
が
、

国
内
に
い
る
の
と
同
じ
で
食
事
も

中
々
上
等
だ
っ
た
。
食
事
も
良
い
し
、

係
の
女
中
様
も
中
々
気
の
き
く
人
ば

か
り
で
、「
こ
れ
で
戦
地
か
い
」
と
驚

い
た
。 

　
三
日
目
に
南
京
の
総
軍
に
挨
拶
に

行
き
、
其
処
か
ら
い
よ
い
よ
任
地
部

隊
に
行
っ
て
驚
い
た
。
と
に
か
く
軍

医
殿
ば
か
り
で
、
私
の
落
着
く
個
室

も
三
畳
位
だ
が
、
き
れ
い
な
室
で
あ

る
。
殊
に
驚
い
た
の
は
隣
室
が
柴
田

中
尉
殿
で
あ
っ
た
。
寄
生
虫
学
の
大

家
で
あ
っ
た
（
柴
田
中
尉
と
は
終
戦

後
、
川
崎
医
大
の
学
長
に
な
ら
れ
た

方
）。此
所
は
全
く
食
事
は
よ
く
な
い

が
、
朝
晩
は
中
尉
殿
と
共
に
色
々
と

御
話
を
し
、
面
白
か
っ
た
。 

　
朝
は
五
時
頃
か
ら
裏
山
の
鶏
明
寺

の
鐘
が
ひ
び
い
て
一
寸
し
た
気
分
だ

っ
た
。
こ
こ
で
約
一
ヶ
月
軍
事
教
育

を
受
け
た
。
基
本
動
作
ば
か
り
で
余

り
面
白
く
は
な
か
っ
た
が
、
と
に
か

く
戦
地
と
な
か
な
か
思
い
に
く
い
所

だ
っ
た
。
約
一
ヶ
月
し
た
頃
、
私
達

の
教
育
主
任
の
中
尉
殿
に
つ
れ
ら
れ

て
南
京
近
く
に
案
内
さ
れ
、
又
と
き

に
は
二
日
程
南
京
の
近
く
に
あ
る
陶

酔
鎮
と
云
う
温
泉
に
行
き
、
色
々
な

経
験
談
を
聞
か
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

総
軍
か
ら
の
命
令
で
南
京
の
防
疫
給

水
部
に
半
月
程
行
か
さ
れ
た
。 

　
此
所
で
は
、
給
水
機
や
給
水
車
の

使
用
法
を
教
育
さ
れ
、
半
月
程
で
防

疫
部
か
ら
の
命
令
で
漢
口
の
防
疫
給

水
部
に
転
勤
す
る
こ
と
に
な
り
、
南

京
か
ら
船
で
漢
口
に
向
か
っ
た
が
昼

間
は
動
か
な
い
で
夜
間
運
航
で
三
日

間
か
か
る
。
こ
こ
は
少
々
退
屈
気
味

で
あ
っ
た
が
船
員
の
人
達
と
友
達
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
々
防
空
警
報

が
出
た
が
船
上
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。
こ
の
辺
に
来
る
飛
行
機
は
友 

軍
で
は
な
く
、
う
っ
か
り
す
る
と
弾

丸
が
と
ん
で
来
る
。
九
江
の
あ
た
り

で
は
敵
機
が
よ
く
出
て
く
る
よ
う
だ

っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
余
り
大
し 

た
も
の
は
な
か
っ
た
。
漢
口
に
着
く

前
夜
に
私
の
行
く
部
隊
に
電
報
を
打

っ
て
お
い
た
の
で
、
漢
口
に
は
迎
え

の
自
動
車
が
来
て
お
り
安
心
し
て
到

着
し
た
。 

　
漢
口
の
防
疫
部
に
着
く
と
副
官
の

鹿
熊
中
尉
殿
が
、
そ
れ
で
は
隊
長
の

所
に
行
く
と
の
事
、
何
ん
な
人
か
が

一
寸
疑
問
だ
っ
た
が
、
行
っ
て
見
る

と
中
佐
殿
で
、
私
が
着
任
の
挨
拶
を

す
る
と
「
貴
官
は
岡
山
医
大
の
出
身

だ
な
!!
」
「
は
い
」
「
教
室
は
ど

こ
だ
」
「
細
菌
学
教
室
で
す
」
「
そ

う
か
鈴
木
先
生
の
所
か
」
「
細
菌
の

取
扱
い
は
出
来
る
な
!!
」
「
は
い
」 

と
云
う
具
合
で
喜
ん
で
く
れ
た
上
で

「
三
、
四
日
中
に
君
の
任
地
の
佐
用

鎮
か
ら
迎
え
が
来
る
は
ず
だ
。
そ
れ

ま
で
に
ウ
チ
の
防
疫
主
任
の
富
井
中

尉
か
ら
色
々
な
事
を
聞
い
て
お
く
と

よ
い
。
そ
れ
迄
三
、
四
日
は
偕
行
社

に
泊
ま
る
と
よ
い
。
又
隊
内
の
こ
と

は
副
官
か
ら
聞
い
て
お
く
と
よ
い
」

と
の
事
で
無
罪
放
免
で
あ
っ
た
。 

　
あ
と
で
富
井
中
尉
殿
に
会
っ
て
話

を
す
る
と
「
僕
達
の
仕
事
は
細
菌 

検
査
と
給
水
だ
よ
な
!!
」
と
の
事
で 

「
君
の
隊
は
伊
吹
隊
と
云
う
ん
だ
よ
。

相
当
奥
地
だ
か
ら
、呑
気
で
い
い
よ
」 

と
の
事
だ
っ
た
。 

　
ま
あ
、
年
に
二
、
三
回
出
て
来
な
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外 来 診 療 予 定 表  

健 診 部  

診 療 科  時 間 ・ 診 察 室  月 火 水 木 金 

内 科  

循 環 器 科  

外 科  

整 形 外 科  

リハビリテーション科 
形 成 外 科  

脳 神 経 外 科  

神 経 内 科  
メンタルヘルス科  

泌 尿 器 科  

産 婦 人 科  

眼 科  

耳 鼻 咽 喉 科  

歯 科 口 腔 外 科  

麻酔科（ペインクリニック） 

ス ト マ 外 来  

一 診  多田 中村 多田 佐藤 中村 
松村 木口 松村 木口 多田 
塩見 水尾 吉永 塩見 吉永 

鶴野 津村 香川 鶴野 津村 
國土 立本 大原 村岡 渡辺 

永井 大茂 横山 永井 横山 
高田 高田 米田 大茂 米田 

田中 田中 田中 田中（午後） 田中 
藤本 吉野 寺井 藤本 吉野 

中島 中島 中島 中島 

西 西 水野 西 西 
水野 倉繁 小武家 倉繁 水野 
川田 友國 川田 木下 友國 

小見山 小見山 小見山 小見山 小見山 

森下 森下 森下 滝下 森下 
滝下 滝下 滝下 滝下 

小児外来 
長谷川 長谷川 長谷川 長谷川 長谷川 

g長畠・谷崎 
北浦 戸田 北浦 佐牟田 北浦 

檀浦 戸田 小山 
佐藤看護師 佐藤看護師 

國土 

交代制 

木下 木下 友國 川田 木下 
友國 木下 川田 

小山 小山 小山 

寺井 柚木 中川 
中川（Ｘナイフ） 柚木 

弓手 高田 弓手 田村 高田 
リウマチ外来 リウマチ外来 小児外来 

呼吸器 津村 肝胆膵 香川 ※乳腺 鶴野・村岡 

ペースメーカー 振動 

糖尿 石田 
糖尿 石田 呼吸器中村 

（再来のみ） 

野口 岡本 野口 岡本 

二 診  

一 診  
二 診  

三 診  午 前 

午 前 

午 後 

午 後 

午 前 

午 前 

午 後 

午 前 

午 後 

四 診  
五 診  

曽根 渡邊 幡 水尾 曽根 
幡 

一 診  
二 診  

午 前 

一 診  
二 診  

午 前 

午 後 

一 診  
二 診  

午 前 

午 前 
一 診  
二 診  

午 前 
一 診  
二 診  

午 前 
一 診  
二 診  

午 前 
一 診  
二 診  

午 後 

午 前 

一 診 
癌 検 診  
産科予約検診 
産 後 検 診  

一 診  
二 診  

午 前  

午 後  

午 前 
一 診  
二 診  

日帰りドック………………………１日２０名　火、金曜日　　　海外派遣労働者の健康診断……………………………随時 
一般健診………………………１日２０名　月、水、木曜日　　　特殊健康診断……………………………………………随時 
脳ドック………………………１日１名　月、火、木曜日　　　振動障害健康診断………………………１～３名　金曜日 
雇入時の健康診断　

…………１日３０名　（隔週）水曜日
　　　健診車による出張健診…………………………月～金曜日 

定期健康診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸亀市住民検診…………………………………月～金曜日 
※全ての健診は予約が必要です。　※健診の曜日は変更になることがあります。 

●当院は、政府管掌健康保険生活習慣病予防健診事業の指定病院となっており、該当する方は補助を受ける事が出来ます。
●健診の結果、二次検査が必要となった場合、内科系・乳腺外来のみ当院で予約を行っております。 

） 

永村 

渡邊 

小山 
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薬
が
も
っ
て
い
る
薬
理
作
用
（
効

果
）
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

体
の
中
へ
薬
が
吸
収
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
吸
収
は
体
の
中
へ
薬
が
移
行
す
る

最
初
の
関
門
で
す
。 

　
簡
便
性
、
安
全
性
の
点
か
ら
、
経

口
的
に
投
与
す
る
方
法
が
も
っ
と
も

汎
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
部
分
の
経
口
薬
は
消
化
管（
胃
、

腸
）
を
経
由
し
、
血
管
ま
た
は
リ
ン

パ
管
な
ど
の
脈
管
系
に
入
り
、
吸
収

さ
れ
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ど
ん
な

に
す
ば
ら
し
い
薬
理
作
用
（
効
果
）

を
も
っ
て
い
る
薬
で
も
、
経
口
で
投

与
さ
れ
た
場
合
、
消
化
管
か
ら
吸
収

さ
れ
な
け
れ
ば
血
中
濃
度
が
上
昇
し

な
い
の
で
、
治
療
効
果
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
薬
を
吸
収
さ
せ
る
為
の
投
与
法
に

は
経
口
以
外
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

　
薬
の
投
与
法
に
は
、
注
射（
皮
下
、

筋
肉
、
静
脈
、
動
脈
、
髄
腔
）
に
よ

る
方
法
、
皮
膚（
軟
膏
、
ク
リ
ー
ム
、

貼
付
薬
）
ま
た
は
粘
膜
（
舌
下
錠
、

坐
剤
）
、
角
膜
（
点
眼
薬
）を
経
由

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

　
薬
の
も
っ
て
い
る
特
徴
を
十
分
に

生
か
し
て
、
１
人
１
人
の
患
者
様
に

合
わ
せ
た
投
与
法
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
薬
に
よ
っ
て
は
、
ゆ
っ
く
り
吸
収

さ
せ
る
ほ
う
が
効
果
を
持
続
さ
せ
る

と
い
う
点
で
好
都
合
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
局
所
麻
酔
薬
に
エ

ピ
ネ
フ
リ
ン
を
混
ぜ
て
用
い
る
と
、

エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
の
血
管
収
縮
の
た
め

に
麻
酔
薬
の
注
射
部
位
か
ら
の
吸
収

が
妨
げ
ら
れ
て
、
結
果
と
し
て
局
所

麻
酔
効
果
を
長
引
か
せ
ま
す
。 

　
ま
た
、
飲
酒
に
よ
り
薬
の
作
用
、

副
作
用
が
強
く
出
て
危
険
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

医
師
、
薬
剤
師
と
よ
く
相
談
い
た
し

ま
し
ょ
う
。 

　
薬
は
用
法
・
用
量
を
守
っ
て
正
し

く
飲
み
ま
し
ょ
う
。 

　
綱
引
き
と
い
う
遊
び
を
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
誰
も
が
一

度
は
運
動
会
で
し
た
こ
と
の
あ
る
遊

び
。
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も
頑
張
っ
て

綱
を
引
っ
張
り
、
少
し
引
っ
張
ら
れ

て
は
盛
り
返
し
、
ま
た
引
っ
張
ら
れ

て
…
。
見
て
い
る
方
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し

た
も
の
で
す
。
で
も
、
勝
負
が
つ
く

と
き
は
急
に
ど
ち
ら
か
が
崩
れ
ま
す

ね
。
そ
れ
ま
で
踏
ん
張
っ
て
い
た
の

が
、
急
に
崩
れ
て
ズ
ル
ズ
ル
と
引
っ

張
ら
れ
て
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
体
の
中
で
も
、
血
糖
値

と
い
う
名
の
綱
引
き
が
一
生
を
通
じ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
は
血
糖

値
上
げ
る
組
の
食
事
君
。
も
う
一
方

は
血
糖
値
下
げ
る
組
の
運
動
君
と
イ

ン
ス
リ
ン
君
で
す
。 

　
子
供
の
頃
は
食
事
君
も
運
動
君
も

イ
ン
ス
リ
ン
君
も
み
ん
な
元
気
で
勝

負
が
つ
き
ま
せ
ん
。
大
人
に
な
っ
て 

食
事
君
と
運
動
君
が
成
長
し
、
勝
負

は
ま
す
ま
す
白
熱
し
て
き
ま
す
。
勝

負
が
つ
か
な
い
ま
ま
引
き
分
け
で
一

生
を
終
え
る
の
が
一
番
い
い
ん
で
す

が
、
最
近
の
我
々
は
食
事
君
が
ど
ん

ど
ん
強
く
な
り
、
晩
酌
君
も
加
わ
っ

て
、一
方
で
は
運
動
君
が
弱
く
な
り
、

綱
引
き
の
勝
敗
が
つ
い
て
し
ま
う
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
よ
く
耳
に
す
る
糖
尿
病
予
備
軍
と

は
、
綱
引
き
の
勝
敗
が
つ
き
か
か
っ

て
い
る
状
態
な
の
で
す
。
こ
こ
で
踏

ん
張
ら
な
け
れ
ば
ズ
ル
ズ
ル
い
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ

ば
踏
ん
張
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　

と
に
か
く
食
べ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば

い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？
　 

　
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
綱

引
き
を
思
い
出
し
て
み
て
下
さ
い
。

相
手
が
思
い
っ
き
り
引
っ
張
っ
て
く

れ
な
い
と
力
が
入
ら
な
い
も
の
で
す 

よ
ね
。
適
切
な
食
事
を
し
っ
か
り
し

な
い
と
、
運
動
も
イ
ン
ス
リ
ン
も
思

っ
た
よ
う
に
働
け
な
い
の
で
す
。
適

切
な
食
事
と
は
カ
ロ
リ
ー
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
三
食
の
配
分
も
大
切

で
す
。 

　
朝
は
運
動
も
イ
ン
ス
リ
ン
も
準
備

態
勢
に
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
朝
食

は
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
逆
に

夜
は
運
動
が
出
来
に
く
い
の
で
す
か

ら
、
夕
食
は
少
な
目
に
す
る
よ
う
心

懸
け
て
下
さ
い
。 

　
運
動
は
食
事
の
後
で
し
た
方
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
運
動
の
し
過
ぎ

は
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
逆
効
果

に
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
知
っ
て
る
よ
、
な
に
も
病
院
に

行
か
な
く
て
も
い
い
や
と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
れ
く
ら
い
が

出
来
な
く
て
、
綱
引
き
に
負
け
て
し

ま
っ
て
い
る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
る
ん
で
す
。 

　
日
本
人
は
古
来
か
ら
農
耕
民
族
で

あ
っ
た
影
響
で
、
欧
米
人
に
比
べ
る

と
膵
臓
（
イ
ン
ス
リ
ン
）
の
力
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近

の
数
十
年
の
食
生
活
の
欧
米
化
で
最

も
そ
の
煽
り
を
受
け
て
い
る
の
が
膵

臓
な
の
で
す
。
じ
ゃ
あ
百
年
前
の
明

治
時
代
の
よ
う
な
食
事
を
す
れ
ば
い

い
ん
だ
、
と
思
っ
て
も
実
際
に
出
来

る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
食

事
を
す
る
方
が
か
え
っ
て
お
金
と
手

間
が
か
か
る
の
が
今
の
日
本
の
食
生

活
で
す
。 

　
欧
米
化
さ
れ
た
食
生
活
の
中
で
、

ど
う
や
っ
て
膵
臓
を
守
っ
て
い
く
か
。

そ
れ
に
は
自
己
流
で
は
困
難
で
、
や

は
り
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
す
。

食
材
や
調
理
法
を
知
り
、
カ
ロ
リ
ー

を
抑
え
て
も
お
い
し
い
食
べ
方
が
あ

る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

運
動
も
や
み
く
も
に
し
て
も
効
果
が

上
が
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
運
動
が

適
切
な
の
か
は
そ
の
人
の
生
活
や
病

状
に
よ
っ
て
違
う
の
で
す
。 

　
綱
引
き
で
負
け
て
し
ま
っ
た
ら
、

動
脈
硬
化
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
で

す
。 

b労災病院周辺で見られる鳥b 

アカエリヒレアシシギ 
主任薬剤師・吉村正則 

　外洋性の鳥であるが、秋に

は台風に運ばれて内陸部のお

堀でも見かける事がある。ス

ズメより１回り大きい位なの

に繁殖地の北極付近から越冬

地の赤道付近まで渡る能力に

は驚く。夏羽の首の周りが赤

いのが名の由来。 

薬

の

吸

収 
 

薬
剤
部
長
　
濱
田
　
和
清 

糖
尿
病
「
血
糖
値
と
い
う
名
の
綱
引
き
」 

 

内
科
副
部
長
　
岡
本
　
雅
也 
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今
年
は
長
梅
雨
に
て
７
月
末
に 

や
っ
と
梅
雨
明
け
と
な
り
ま
し
た
。 

丁
度
、
10
年
前
と
同
じ
状
態
で
、 

東
北
地
方
で
は
冷
害
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
加
え
て
、
ク
ー
ラ
ー
、
飲

料
水
な
ど
の
夏
物
製
品
も
売
れ
ず
、

不
景
気
に
拍
車
を
か
け
な
い 

か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　
病
院
季
刊
誌
「
い
ぶ
き
」
は
発

行
か
ら
３
年
目
に
入
り
、
今
回
に

て
９
号
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

少
し
で
も
役
立
て
て
も
ら
う
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
が
あ
れ
ば
、お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
　 

横
山
　
良
樹 

編
集
だ
よ
り 

 

　
年
齢
を
問
わ
ず
、
便
が
硬
い
と
か

便
の
量
が
少
な
い
と
か
い
っ
た
便
秘

の
症
状
が
あ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
「
腸
内
細
菌
叢
の
老
化
現
象
」
と

い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？ 

　
大
腸
の
中
に
い
る
細
菌
に
は
、
糖

質
す
な
わ
ち
繊
維
分
を
う
ま
く
処
理 

し
て
有
益
に
働
く
、い
わ
ゆ
る「
善
玉

菌
」
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
と
、
た
ん
ぱ

く
質
や
脂
質
を
餌
と
す
る
「
腐
敗
菌

（
悪
玉
菌
）」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ェ
ル

シ
ュ
菌
や
大
腸
菌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
老
年
期
に
な
る
と
腸
粘
膜
の
血
の

流
れ
が
悪
く
な
り
、
ま
た
、
腸
の
粘

液
の
分
泌
量
も
減
少
す
る
た
め
、
ビ 

フ
ィ
ズ
ス
菌
が
減
り
腐
敗
菌
が
増
え

や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
若
い
人
で
も
、
繊
維
分

が
少
な
く
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
が
過

剰
な
食
生
活
が
続
く
と
、
腸
内
細
菌

叢
が
老
年
期
と
同
じ
よ
う
な
状
態
に

な
り
ま
す
。 

　
す
な
わ
ち
、
便
秘
の
症
状
が
あ
る

人
は
、
腐
敗
菌
が
増
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。 

　
最
近
大
腸
癌
に
か
か
る
人
が
増
え 

て
い
ま
す
が
便
秘
の
人
は
か
か
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
６
歳
か
ら
12
歳
ま
で
に
そ 

の
人
の
生
涯
の
腸
内
細
菌
叢
が
決
ま 

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
や
潰
瘍
性
大
腸
炎
、

ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
種
々
の
病
気
に
負

け
な
い
体
を
作
る
（
健
全
な
腸
内
細

菌
叢
を
育
て
る
）
た
め
に
は
こ
の
時

期
の
食
生
活
が
特
に
重
要
だ
と
い
え

ま
す
。 

　
日
本
人
は
米
飯
（
繊
維
分
）
を
中

心
と
す
る
生
活
を
続
け
て
き
た
草
食

民
族
で
す
。 

　
一
回
１
５
０
ｇ
ほ
ど
の
バ
ナ
ナ
の

形
を
し
た
便
を
排
泄
し
ま
す
。 

　
自
分
の
便
の
色
つ
や
や
に
お
い
姿

形
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
病
気
発
見

に
大
切
な
こ
と
で
す
。 

　
病
気
に
負
け
な
い
腸
内
細
菌
叢
を

作
る
た
め
に
、
米
飯
を
中
心
に
三
食

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
を
し
、
食
物
繊

維
の
多
い
緑
黄
色
野
菜
、
根
菜
類
、 

海
藻
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
き
の
こ
、
豆

類
な
ど
を
積
極
的
に
摂
取
。
ま
た
、

発
酵
食
品
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
納
豆
、

キ
ム
チ
な
ど
）
オ
リ
ゴ
糖
（
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
の
増
殖
を
助
け
る
一
日
８
〜 

20
ｇ
ま
で
）
を
継
続
摂
取
し
腐
敗
菌 

を
減
ら
し
善
玉
菌
を
増
や
す
こ
と
も

重
要
で
す
。 

　
さ
ぁ
！
　
今
日
か
ら
快
便
、
快
腸

で
気
分
爽
快
で
す
。 

あ
な
た
の
腸
内
環
境
は
大
丈
夫
？ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
養
管
理
室
長
　
平
田
　
邦
江 

血液検査について 
検査科　白川　通和 

　
血
液
は
血
球
成
分
と
液
性
成
分

と
か
ら
な
り
、
更
に
血
球
成
分
は

赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
の
３

種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

　
今
回
は
患
者
様
か
ら
、
よ
く
質

問
さ
れ
ま
す
血
球
成
分
に
つ
い
て
、

簡
単
に
説
明
し
ま
す
。 

　
赤
血
球
は
肺
の
毛
細
血
管
を
通

し
て
組
織
へ
酸
素
を
供
給
し
、
炭

酸
ガ
ス
の
運
搬
・
放
出
を
行
っ
て

い
ま
す
。
赤
血
球
は
７
〜
８
ｕ
ｍ

径
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
扁

平
な
円
板
状
で
中
央
部
が
陥
凹
し

て
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
多
く
は
円
形
で
す
が
病
態
時
に

は
著
し
く
不
正
形
を
示
し
ま
す
。 

　
赤
血
球
の
疾
患
は
、
数
量
的
に

貧
血
（
男
４
０
０
万
以
下
、
女
３

５
０
万
以
下
）
と
赤
血
球
増
加

（
６
０
０
万
以
上
）
に
大
別
さ
れ

ま
す
。 

　
白
血
球
は
顆
粒
球
（
好
中
球
、
好

酸
球
、
好
塩
基
球
）
単
球
、
リ
ン
パ

球
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

　
好
中
球
は
炎
症
に
際
し
て
速
や
か 

に
反
応
す
る
細
胞
で
、
そ
の
数
的
変

化
の
み
な
ら
ず
、
細
胞
の
観
察
が
必

要
で
す
。 

　
又
化
学
療
法
時
の
よ
う
な
好
中
球 

の
絶
対
数
が
減
少
す
る
場
合
（
１
５

０
０
以
下
）
は
、
感
染
症
の
危
険
が

大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
好
酸
球
・
好
塩
基
球
は
ア
レ
ル
ギ 

ー
に
関
係
し

て
い
ま
す
。 

　
単
球
は
異

物
を
貪
食
し

そ
の
情
報
を

リ
ン
パ
球
に

伝
達
し
、
細

胞
性
免
疫
で

重
要
な
機
能

を
営
ん
で
い

ま
す
。 

　
リ
ン
パ
球

は
い
ろ
い
ろ

な
種
類
か
ら
な
り
、
一
定
の
調
節
の

も
と
に
異
物
や
腫
瘍
細
胞
か
ら
生
体

を
守
っ
て
い
ま
す
。 

　
血
小
板
は
凝
固
因
子
と
と
も
に
、 

止
血
機
構（
出
血
を
止
め
る
こ
と
）

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
２
〜
３
ｕ
ｍ
径
の
円
板
形
を

し
て
お
り
、
核
は
な
く
、
骨
髄
中

の
巨
核
球
よ
り
産
生
さ
れ
ま
す
。 

　
量
的
（
10
万
以
下
減
少
、
40
万 

以
上
増
加
）
質
的
異
常
に
分
け
ら

れ
、
血
小
板
減
少
症
の
原
因
は
骨

髄
に
よ
る
産
生
低
下
、
末
梢
に
お

け
る
破
壊
亢
進
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 
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